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フェノール系酸化防止剤は，食品に含まれる油脂の酸化防止を目的として広く使用されている食品添加

物である．当所では，加工食品中の酸化防止剤 9 項目について，食品衛生検査指針に準じ，HPLC による一

斉分析を行っている．しかし，検査対象化合物と妨害成分のピーク分離が難しい場合が多い．そこで，当

所では，LC-MS/MS を用いた酸化防止剤の定性分析方法を検討し，報告しているが，9 項目を一斉に定性分

析できる方法はない．そこで，LC-QTOFMS を用いて，酸化防止剤 9 項目を一斉に定性分析可能かどうか

検討した．その結果，8 項目を一斉分析可能であり，残りの 1 項目も別途条件を設定することで分析可能で

あった． 


